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理 事 長 メ ッ セ ー ジ  

 

2021 年は昨年

同様、新型コロナ

ウイルスの感染

が話題の中心で

す。2019 年 11 月

に中国武漢で始

まった新型コロ

ナウイルス感染

症ですが、世界を

縦断横断し、直近

2022年 3月下旬には再び感染拡大が顕著になり、ゼロコロナを目指す中国の政策により、

上海市がロックダウン（都市封鎖）となりました。コロナ感染症が落ちつき後退していた

経済の復興の兆しが見え始めたところですが、ロックダウンにより物流がストップ、残念

ですが引き続き低迷する状況です。これにより、日本の消費者物価はうなぎのぼり。円安

も重なり、輸入食品は 2割、3割と上昇し、中には 2倍の価格になる食品まで。食の安全

だけでなく、食の安全保障が問われるようになりました。 

新型コロナウイルスは、デルタ株、オ

ミクロン株、今では BA.1とか BA.2とい

った変異株の名前になっています。覚え

る必要はないのですが、気になるところ

です。名前が変わるに従い感染力が強ま

りましたが、無症状・軽症状の感染者が

増えました。特に、小学校以下の子ども

達での感染が広まりました。まさに、無

症状・軽症状で家族に感染が広まってい

く様子が毎日報道されました。ワクチン接種率が高まり高齢者の重症化率も下がり始め、

ようやく、マスク着用の緩和などが見直され始めました。これでようやく、コロナ禍前の

状況に近づいていくことと思います。 

コロナ感染拡大により、2020年に開催

予定だったオリンピックは初めて延期

され、2021年に無観客という今まで経験

のないオリンピックとして開催されま

した。東京オリンピックというホームで

の開催でしたので、移動や食事などの不

安がない選手たちの活躍が素晴らしく、

史上最多の 58 個のメダルを獲得するこ

とができました。 
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災害とは自然災害なのか？人為的災

害なのか？考えさせられる事故が起き

ました。 

7/3 午前 10 半ごろに発生した熱海市

伊豆山土砂災害です。この災害により

行方不明者:1 名、死者:26 名と甚大な

災害となりました。違法な盛土につい

ては裁判等で審査中ですが、人災と呼

ぶべき災害も記憶に新しいものです。 

2021 年度最も衝撃だったのは、2/24

突然ロシア軍が隣国ウクライナに軍事侵

攻したことです。破壊される街、蹂躙さ

れる人々、とても今起こっていることが

現実なのか判断できないような痛ましさ

です。戦争という解決手段以外になかっ

たのか？人々の暮らしや生命をいとも簡

単に壊していく映像は恐怖でしかないと

思います。 

新型コロナウイルス感染症、自然災害、

戦争など不安な要素はたくさんありまし

た。逆にオリンピック・パラリンピックの開催などワクワクした年でもありました。 

日本の男性のタイプを表す言葉に「薩摩の大提灯」、「信濃の小提灯」、「肥後の鍬形

（くわがた）」というのがあります。信濃人はひとりひとりが小さな提灯を持ち自分の足

元を照らしながら行動するが、薩摩人は大将がかかげる大きな提灯の後をついて行く、肥

後人は一人一人がカブトをかぶった大将、という意味だそうです。統率者のいないばらば

ら、指示待ち、俺が俺がといった感じでしょうか。健翔会 15 年。健翔会ではコアになる

会議体を設立し中期経営計画も策定しました。各自が経営計画の達成を目指して奮闘して

います。そんな活動ができるほど健翔会の職員層は厚くなりました。 

大提灯の照らす大きな明かりのもと、小提灯

が自分の進む道を明るく照らしつつ自在に動

きまわり、そして勝負の都度、カブトを手にす

るヒーローがいる。ひたむきさ、常日頃の情報

収集、団結力、チームワーク、スピード感、リ

ーダーの大事さ、機を逃さない果敢さ、失敗に

学ぶ勇気、あきらめない粘り、支えるものへの

感謝、原点への熱い思い等々。これらはこれか

らの福祉を目指すための指針となりそうです。 

10 年後、20 年後を見据えた事業展開、経営

計画、「法人の 10年後」というより、「職員の 10年後」はどんな能力をもって支援に当

たっているのか？その時の健翔会の姿はどんなものだろうか？とても楽しみです。  
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全 体 総 括  

 

平成 29年 4月に改正された社会福祉法により、社会福祉法人による公益的な活動の

充実、評議員、理事、監事の役割が明確化、法人の意思決定システムとして確立的な

運用、財務規律の透明性が必要となりました。私たち健翔会は即時に対応し、現在に

至っています。 

法改正の趣旨によると、意思決定の遅れが法人運営において命取りになるというこ

とを考え、スピード感を持った運営を目指して、平成 29年度より課長職以上を各事業

所に配置し、且つ 3 名の課長を新しく理事に迎え、スピード感を持って対応していま

す。 

また、2020 年より法人の企画運営を進める会議体を設立しました。コアとなる役職

員による、情報収集、現場での企画・実践、など、役職員の知恵を活かしていきたいと

思います。 

私たち健翔会は社会福祉法人として①「事業運営の中核的な人材の育成を進め、法人

として持続的な発展に取り組む」、②「新たな事業領域として、障害者の総合的な自立

に向けた取り組み、障害者の生活の場の確保、農福連携事業、子ども対象とした事業の

開拓を進める」、③「中核事業である障害福祉サービス事業については、引き続き強固

な収益基盤として確立させていく」を 2021 年度の取り組みとして進めていくことで、

これからの福祉の発展につながるように考えてきました。 

 

 

重点方針とその取り組み、その成果  

 

社会福祉法、障害者総合支援法をはじめ社会福祉事業の根幹となる法律の抜本的改正や、

新たな政策・制度の施行などと共に、高齢者人口の減少、児童虐待の社会問題化、外国人

介護労働者の受け入れなど事業を取りまく社会環境も大きく変化してきました。 

中核事業である障害福祉サービス事業については、引き続き強固な収益基盤として確立

させていくほか、新たな事業領域として、障害者の生活の場の確保、農福連携事業、子ど

も対象とした事業の開拓が重要な経営課題と認識してきました。 

これに伴い、事業運営の中核的な人材の育成を進め、法人として持続的な発展に取り組

みました。 

 

 

① 中核的な人材の育成 

いくつかの事業を進める中で、その拠点となる事業については責任者となるべきス

タッフが必要であり、法人の事業展開に合わせた職員の募集、採用を行い、2021年度

は中途採用職員 2名の採用に至りました。人材の育成については、スキルアップの方

法を明確化した人材育成制度「スキルアップ応援シート」の運用をしっかり行うこと

で、各職員の資格や研修の受講を進め、能力アップに努めました。 
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②新規事業の開拓 

2021年 7月に特定相談（計画相談、障害児相談）事業所を設立しました。これによ

りご利用者児が必要とする福祉サービスについて、事業所だけではなく、生活全般に

ついて一緒に考えていく体制を整えることができました。また、競合となる他の福祉

事業所の情報を収集することができるようになりました。 

障害者の生活の場の確保は、ご家族・ご利用者のこれからのこととして認識してい

ます。より具体的な検討を重ねております。麦の穂・大地においてご家族にこれから

の生活について考えていただくアンケートを実施した結果、今後数年でグループホー

ム等自立した生活を希望するご家族が多いことが分かりました。そこで、グループホ

ームの土地の提供情報の収集にもご協力いただきながら、基本情報の整理（年金受給

者での生活費について、職員の配置や継続的運営のための報酬の確保など）を進めて

参りました。グループホームのデザインプランなども作成し、一歩一歩進めています。 

また、就労の場の確保も障害のある人が地域で生活していく上では重要な課題です。

将来の就労継続支援事業で活用できそうな「農福連携事業」についても、ヤギの飼育

とヤギミルクの活用など研究を進めることができました。2022年度は高齢人参栽培の

現地視察等を行う予定です。 

放課後等デイサービスについては、安定した事業の基盤整備が優先されますが、問

題行動を伴う子どもが一定数存在することは明らかです。支援の難しさから断る事業

所も多いことから、にじいろへの問い合わせが多く、できるだけ受け入れを図ってま

いりました。2021年度の利用率は 100％に達することはありませんでしたが、2022年

度は 120％程度まで利用率が高まることが想定されますので、ネクストにじいろを目

指していくことを進めて参りました。 

 

 

③中核事業である障害福祉サービス事業の収益基盤の安定 

障害福祉サービス、障害児通所支援事業は事業所数が増加し、競合状態にあります。

放課後等デイサービスは職員配置や設備基準が容易で、特に障害児への学習塾など特

徴を強く打ち出した株式会社の参入が活発です。そのような状況の中で選ばれる事業

所として、私たちの運営の特徴を打ち出すこと、合わせてサービスの質の向上、いわ

ゆる職員のレベルアップを図ることが重要です。結果、ご利用者・ご家族との信頼関

係を築き、安心してご利用していただけるような環境を整備することができました。

結果、麦の穂、大地、にじいろそれぞれ定員数上限まで利用者数を拡大することがで

きました。 
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2021年度のその他の取り組みとその成果  

 

（１）収支状況等の法人の運営上の課題について情報を内外から収集し分析する。 

コロナ禍のため、各種会合が開催されず、情報収集、及び分析に至りませんでし

た。 

外部研修・セミナーへの参加については、Web開催の研修を中心に参加しました。強

度行動障害支援者養成研修の受講を積極的に進めました。 

 

①コンプライアンス順守に向けた内部事業監査の実施。 

事業監査（監事による） 年1回は決算時に開催いたしました。 

内部事業監査は各事業所の報酬請求について確認することができました。 

 

②開かれた社会福祉法人を目的とし、法人事業活動の透明性のためホームページにて財

務状況等を公開。 

開かれた社会福祉事業を目的とし、さらに人材獲得・利用者、利用児童の獲得に向

けた情報公開はFacebookにて常に発信できています。 

にじいろをはじめ、麦の穂、大地においてはパンフレットを印刷し、相談支援事業

所、行田市並びに近隣の市役所に送付、関係者への配布しました。 

 

③事業の経理・総務・人事の集約にむけた検討。 

麦の穂、大地、相談支援センターくじらぐもにおいては、利用者のアセスメントや

支援計画、それに基づく記録などができる専用のソフトを購入し、実施できるよう

になりました。これにより、アセスメント、記録、報酬請求などが一体的に実施で

きるようになり、労働条件の改善の一役を担うことができました。 

 

④ご利用者・ご利用児童のニーズの汲み取りから新規開設事業の検討。 

にじいろにおいて、サービス評価に対する対策・対応については、アンケートを取

るなどして評価していただいています。 

新しい事業所開設の研修・研究については、企画運営会議を立ち上げ、参加職員の

意識を高めながら進めることができました。 

 

⑤地域生活応援事業の継続的展開 

制度の隙間の生活弱者への支援（2016年度からの継続事業） 

・地域のひとり親への生活支援（年4回の相談給付事業） 

子育ての費用の一部補てん 

現在28世帯が加入しております。（上限30世帯分を予算化済） 
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事業の経過及びその成果  

 

 健翔会 増収・減益・売上達成 

売上は増収、損益は減益となりました。              （％は前年比） 

サービス活動収益（売上高） 

人件費 

事業費 

事務費 

サービス活動増減差額（営業利益） 

経常増減差額（経常利益） 

当期活動増減差額（最終損益） 

2億 4,937万円 

1億 6,659万円 

1,750万円 

1,359万円 

3,733万円 

3,798万円 

3,798万円 

108.7％ 

111.3％ 

102.1％ 

130.8％ 

91.9％ 

92.5％ 

92.5％ 

 

 麦の穂拠点 減収・減益・売上未達成 

ご利用者の利用が減り、売り上げが減少しました。         （％は前年比） 

サービス活動収益（売上高） 

サービス活動増減差額（営業利益） 

経常増減差額（経常利益） 

当期活動増減差額（最終損益） 

6,358万円 

1,426万円 

1,433万円 

807万円 

93.2％ 

74.9％ 

75.2％ 

62.1％ 

 

 大地拠点 増収・増益・売上達成 

利用者 3名増員しました。売り上げもアップ、職員も増員し人件費もアップしました。 

サービス活動収益（売上高） 

サービス活動増減差額（営業利益） 

経常増減差額（経常利益） 

当期活動増減差額（最終損益） 

1億 3,305万円 

3,034万円 

3,072万円 

2,466万円 

109.4％ 

134.7％ 

134.8％ 

157.9％ 

 

 にじいろ拠点 増収・減益・売上達成 

4 月より定員を 10人→20人に増員し、利用児童数の増員を図りました。（％は前年比） 

サービス活動収益（売上高） 

サービス活動増減差額（営業利益） 

経常増減差額（経常利益） 

当期活動増減差額（最終損益） 

4,386万円 

△283万円 

△263万円 

△70万円 

140.7％ 

106.7％ 

108.9％ 

9.9％ 

増収・増益 減収・減益 

売上達成 売上未達成 
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 くじらぐも拠点      売上達成 

健翔会初の相談支援事業を開設しました。             （％は前年比） 

サービス活動収益（売上高） 

サービス活動増減差額（営業利益） 

経常増減差額（経常利益） 

当期活動増減差額（最終損益） 

1,266万円 

△5,253万円 

△5,253万円 

2,746万円 

―％ 

―％ 

―％ 

―％ 

 

 生活サポート事業 増収・増益・売上達成 

20％以上の利用率となりました。                 （％は前年比） 

サービス活動収益（売上高） 

サービス活動増減差額（営業利益） 

経常増減差額（経常利益） 

当期活動増減差額（最終損益） 

83万円 

9万円 

9万円 

9万円 

123.1％ 

656.2％ 

655.5％ 

1019.1％ 

 

 日中一時支援事業 減収・減益・売上未達成 

日中一時支援事業は大地とにじいろの 2事業所体制でサービスを提供しています。今年

度はコロナ感染防止のため学校休業がないため大幅に少なくなりました。 （％は前年

比） 

サービス活動収益（売上高） 

サービス活動増減差額（営業利益） 

経常増減差額（経常利益） 

当期活動増減差額（最終損益） 

561万円 

352万円 

352万円 

226万円 

86.2％ 

69.9％ 

69.9％ 

57.1％ 

 

 太陽光発電事業 増収・増益・売上達成 

各月での増減はありますが、年間を通じて若干の発電量がアップしました。（％は前年

比） 

サービス活動収益（売上高） 

サービス活動増減差額（営業利益） 

経常増減差額（経常利益） 

当期活動増減差額（最終損益） 

115万円 

22万円 

22万円 

△5万円 

102.1％ 

196.6％ 

196.6％ 

134.8％ 
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法人職員の状況 （2022年 3月 31日現在）（兼務者調整） 

 

 正職員 パート職員 合計 

麦の穂 4名 9名 13名 

大地 8名 24名 32名 

にじいろ 5名 7名 12名 

くじらぐも 1名 ― 1名 

合計 18名 40名 58名 

 

 

福祉事業 

 

法人本部 

拠点区分 

① 理事会は年 5回開催され、法人全体や各事業の計画的な進行管理を行

いました。定時評議員会も定時評議員会を開催、また、11月には理事

会にオブザーバーとして参加するなど、法人の運営に積極的に参画し

ていただきました。 

②収支状況等の法人の運営上の課題についての情報を収集し、考えられ

る対応策を含め、理事長や理事会に報告、運営規程等の改正を行いまし

た。 

③開かれた社会福祉事業を目的として、法人事業活動や財務状況等をホ

ームページで公開。さらに人材獲得・利用者、利用児童の獲得に向けホ

ームページ等広報活動の充実を図りました。 

④ご利用者・ご利用児童のニーズの汲み取りから新規開設事業の検討。 

サービス評価に対する事業所ごとに対策・対応を検討しました。 

新規事業の研究、企画運営会議の設置 

⑤地域生活応援事業の継続的展開 

制度の隙間の生活弱者への支援（平成 28年度からの継続事業） 

2022 年 3月 31日現在 28世帯が登録（4世帯増加） 
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福祉事業 

 

障害福祉サ

ービス 

 

麦の穂 

拠点区分 

生活介護 定員 20名  契約利用者数 22名 

麦の穂においては、コミュニケーションの可否や就労への理解がある

障害者への生活介護サービスを実施していますが、利用契約者数は定員

を上回っていますが、2021年度の利用率は 100.7％ 1日平均 20.1人で、

サービス活動収益（売上高）は、前期比 93.2％の 6,358 万円となりま

した。 

人件費は前年より 122万円減額の 3,532万円（人件費率 71.6％）、事

業費は前年より 115 万円減額の 526 万円、事務費はエアコンの入れ替え

を行ったことから前年より 61 万円増額の 339万円となりました。 

これにより、麦の穂の営業利益は 477 万円減額の 1,426 万円、最終損

益は 807 万円となりました。 

就労関係では収入の見込める作業として、受注作業や手芸品・農作物

の販売・リサイクル品の買取依頼などを実施し、利用者に工賃を支給し

ています。 

 

＜2021 年度の事業の重点項目＞ 

１.利用者の増加を進めます。 

・特徴的な取り組みを実施し、通わせたい事業所になるように努めまし

たが、ご利用者の増加に至らなかった。 

・ご家族との面談を 2 回実施し、安心して楽しく過ごせる環境を提供す

ることができた。 

・施設内の 5Sを進めることにより感染予防にもつながり長期にわたって

休みになるご利用者はいなかった。 

 

２.職員一人一人の成長できる環境を整えます。 

・対象になっている職員が強度行動障害者支援者養成研修を受講するこ

とで、スキルアップを図ることができた。 

・正職員 1名、パート職員 2名が入職したことにより Off-JTを活用する

機会が増え、研修を受けた職員、指導した職員ともにスキルアップに

つながった。 

・スキルアップ応援シートを活用することにより各職員の課題が明確に

なりそれぞれの課題に対して取り組むことができた。 

 

３.事業所内での感染予防に努めます。 

・日々のご利用者の状況を把握し、状態の観察に努めることにより、ご利

用者が長期の休みになることはなかった。 

・新鮮な外気の取入れを行い、感染の予防、室内環境の適正化に努めるこ

とにより、新型コロナウイルス感染を予防することができた。 
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事業に関するデータ 

 利用者  

・契約者数 21名 

 

 職員配置  

・なし 

 

 

  
延べ利用人数 

（人） 

利用平均 

（人/日） 
利用率 備考 

2021

年 

4月 452 20.5 102.7％  

5月 406 19.3 96.7％  

6月 446 20.3 101.4％  

7月 448 20.4 101.8％  

8月 430 19.5 97.7％  

9月 455 20.7 103.4％  

10月 480 20.0 100.0％  

11月 473 20.6 102.8％  

12月 419 21.0 104.8％  

2022

年 

1月 420 21.0 105.0％  

2月 384 19.2 96.0％  

3月 445 19.3 96.7％  

  5258 20.1 100.7％  
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福祉事業 

 

障害福祉サ

ービス 

 

大地 

拠点区分 

生活介護 定員 28名 契約利用者数 33名 

大地においては、コミュニケーションが取れない、取りにくい障害者や

就労への理解がない、あるいは働くことができない障害者への生活介護

サービスを実施しています。契約者数は定員を上回っており利用率

94.8％→102.9％とアップできたこと、重度障害支援加算を取得、看護職

員配置等加算を取得したことにより、サービス活動収益（売上高）は、前

年額より 1,139万円増収の 1 億 3,305万円となりました。 

費用は人件費が前年より 203万円増額の 8,253万円、事業費は 46万円増

額 829万円、事務費 65万円減額の 508万円。これにより大地の営業利益

は、前年比 782万円増額の 3,034 万円となりました。 

就労関係では収入の見込める作業として、発泡スチロールの溶解事業、

パン工房麦香によるパンの製造販売・受注作業や農作物の販売・リサイ

クル品の買取などを実施しています。 

 

＜2021 年度の重点項目＞ 

1.やりがいの持てる事業所を作る。 

・職員間でコミュニケーションを図り、風通しのよい職場環境を作るこ

とができました。また、職員都合の支援とならないよう、毎月研修を行

い利用者本位の適切な支援について学んで参りました。支援に関して

は、常に新しいこと、工夫の余地はないかを考えながらサービスを提

供することができました。 

 

2.利用者の増加を進める。 

・重度障害者への個別ケアの充実を図り、その強み生かし利用者の受け

入れ体制を整えることができました。 

・利用者増を目的に、特別支援学校の施設実習や中途利用者の体験利用

を積極的に受け入れました。また、事業所利用促進用チラシを作成配

布し他事業所、相談員との連携を図りました。 

・事業所の認知度を高めるため、大地での活動について媒体（Facebook・

広報誌）を使って情報発信することができました。ご家族や関係者か

ら様々な活動を見る事ができるとお褒めの言葉をいただきました。 

 

3.スタッフの専門的支援能力を高める。 

・職員の研修や正しい支援が継続的に行えるよう、職員の更なるレベル

アップを図るためスキルアップ応援シートの研修受講基準を用いて、

それぞれが目標に向かって成長できるようにしました。特に強度障害

者支援者養成研修はできるだけ多くの職員に受講するよう指導し、職

員 4名が研修修了しました。 

・前項により、強度行動障害者への特別な支援計画を策定し、専門支援員

を配置し、ケアの充実を図ることができました。 

・コロナ禍による影響で、施設外研修がほとんど実施されず、当初目標の

積極的な参加や他事業所との交流は叶いませんでした。代わりにＷｅ
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ｂ研修を受講し自己研さんを図ることはできました。 

 

 

 

事業に関するデータ 

 利用者  

・3名が利用を開始しました 

 

 職員配置  

・正職員 1名採用 

・パート職員 5名採用 

 

 

  
延べ利用人数 

（人） 

利用平均 

（人/日） 
利用率 備考 

202
1

年 

4月 649 28.2 100.7％  

5月 634 30.2 107.9％  

6月 654 28.4 101.4％  

7月 633 28.8 102.9％  

8月 628 28.5 101.8％  

9月 628 28.5 101.8％  

10月 647 28.1 100.4％  

11月 665 27.7 98.9％  

12月 579 27.6 98.6％  

2022

年 
1月 592 29.6 105.7％  

2月 588 29.4 105.0％  

3月 523 30.5 108.9％  

  3,772 28.8 102.9％  
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福祉事業 

 

障害児通所

支援 

 

にじいろ 

拠点区分 

放課後等デイサービス 定員 20名  契約児童数 28名 

にじいろにおいては、利用人数が定員を上回ることから、2021年 4月に

定員を 20人に増員させました。結果、契約数は定員を大きく上回り、

利用率 93％になりました。サービス活動収益（売上高）は前年より

1,269万円増額の 4,386万円となりました。 

費用は人件費が前年より 1,019 万円増額の 3,953万円、事業費 295万

円、事務費 313万円でした。これによりにじいろの営業利益は、前年よ

り 20万円改善した△283万円となりました。 

 

2021年度の重点項目の振り返り 

＜事業の重点項目＞ 

報酬改定により人員基準が厳格化（福祉サービス経験者は廃止され、児

童に特化した保育士や、児童指導員が人員配置基準）されるなど支援の

質の向上が必要になりました。それに合わせ、専門性を生かし、一人ひと

りの特性を見極め、児童に合った療育を進める必要があります。また、単

体で黒字にするために毎日 20 名の利用を安定させることが必要です。 

 

１.児童の発達に合った環境を整えます。 

・20 人のご利用児童の情報の把握と環境調整のため、クラス分けを行い

ました。 

1 組は宿題等の学習支援と他児童との関わり方に力を入れた活動を行

い、児童の主体性を伸ばすことが出来ました。 

2組は生活自立課題を重視し、療育活動や小集団活動を行いました。特

に、やりたい気持ちを満たすことで、安心して通える場所となることが

出来ました。 

・クラス分けを行ったことで、より細かく児童一人ひとりの発達状況の

観察につながりました。 

・児童のけが・事故無く過ごせるように、クラスにより特性に合わせた環

境作りが出来落ち着いて過ごせました。 

・換気・消毒・マスク対応を心がけましたが、コロナ感染により事業所の

休業がありました。迅速な対応により感染拡大を最小で済ませることが

出来ました。 

 

２.すでにご利用されている児童のニーズを満足させ、他事業所との差別

化を図ります。 

・児童の発達段階と特性をアセスメント評価し、必要な課題・療育活動を

提供できました。 

・児童のニーズ「やりたい気持」とご家族のニーズに合わせた活動に対応

しました。 

 

３.児童への支援活動を多くの人に知ってもらえるよう情報発信に努め

ます。 
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・2020 年度より、家族同士の交流と普段できない活動を行う機会として

年 6 回の「にじいろクラブ」を企画しました。緊急事態宣言発令によ

り年 5 回開催になりましたが、いずれも多くの参加があり、ご家族か

らは好評を頂くことが出来ました。 

・フェイスブックやにじいろ通信で楽しい活動を掲載し、情報発信に努

めました。 

 

 

 

事業に関するデータ 

 

 利用児童  

・17名が利用を開始し、1名が利用契約を終了しました。 

 

 職員配置  

・正職員 1名が大地より異動 

・パート職員 1名採用 

・パート職員 1名退職 

 

 

  
放デイ利用

児（人） 

児童発達利

用児（人） 

利用平均 

（人/日） 
利用率 備考 

2021

年 

4月 375 3 16.43 82％  

5月 348 5 16.81 84％  

6月 426 4 18.70 93％  

7月 395 9 18.36 92％  

8月 371 9 17.27 86％  

9月 362 2 16.55 82％  

10月 442 5 19.43 97％  

11月 461 4 19.38 97％  

12月 417 7 20.19 100％  

2022

年 

1月 402 8 20.50 102％  

2月 386 8 18.76 93％  

3月 456 22 20.78 103％  

  4841 86 18.59 93％  
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福祉事業 

 

特定相談支

援 

障害児相談

支援 

 

相談支援セ

ンターくじ

らぐも 

拠点区分 

特定相談支援（計画相談）・障害児相談支援 契約者数 78名 

相談支援センターくじらぐもは設立当初、60名の契約を目標に活動して

参りました。健翔会の既設事業所の利用者児との契約をスタートさせま

したが、想定していた以上に相談支援事業所の異動が行われず、契約数

が伸びませんでした。 

このため、他の相談支援事業所との情報交換をはじめ、他の福祉サービ

ス事業所へ案内の配布、保育園、幼稚園等への配布を実施し、当初目標

の 130％と大幅に上回る 78件の契約に達することができました。 

新規の契約者数が想定より少なかったこともあり、相談支援センターく

じらぐものサービス活動収益（売上高）は 126万円となりました。 

費用は人件費が 524万円、事業費 28万円、事務費 58 万円でした。これ

により相談支援センターくじらぐもの営業利益は、△525万円となりま

した。 

 

2021年度の重点項目の振り返り 

＜事業の重点項目＞ 

1.ご利用者及びご家族に対し、不足していると思われる福祉サービスの

情報提供、いわゆる「相談支援事業」により、福祉サービスの情報を提

供する。 

・くじらぐもでは「より多くの事業所と繋がり情報交換をする」ことに重

点を置きました。事業所に何度も足を運び信頼関係を築くことで、困

難事例等を一緒に考え解決に導くことができるからです。そして、家

族の様々なニーズに対応できる多く事業所に出向き、話を聞き、そし

てパンフレットを集め、そのパンフレットとくじらぐもとの話を照ら

し合わせながら、情報提供していきました。 

また、専門職として感じた事業所の強みや弱みも伝えるようにしまし

た。そうすることで、サービス利用のイメージが固まり、準備に取り掛

かろうという方向に向かっていきます。しかし、社会資源には限りがあ

るため全てのニーズに応えられるわけではありません。そんなときは、

視点を変えてみることや、今できる方法を一緒に考えることを提案し

妥協点を見い出す努力を行っていきました。 

 

2.家族も高齢化が進み、ご利用者の生活が家族と別れることが想像され

る中、どう進めていくか、その不安に対する相談を進めていく。 

・今はまだ、家族は元気で毎日の生活を考えることで精一杯、将来のため

に何をすればいいのかも想像がつかないというのが、多くの声でした。

そこで、くじらぐもが率先して行ってきたのは、「悩みの見える化」で

す。話の内容だけではどうしても、イメージがつきにくく、何から準備

に取り掛かればいいのかわからないこともあり、電話相談や面談時に

は、「今困っていること」や「悩んでいること」と「今後心配なこと」
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「考えていきたいこと」を切り分けて書き出し、その事柄について優

先順位をつけて、どうすれば解決できるか、ニーズに近づけるのかを

一緒に考えていくようにしました。限りある社会資源をどのように有

効活用するのか、今の本人に必要なのかをわかりやすく説明すること

で、親亡き後のイメージがわきやすいように工夫しくことで、そうだ

んをすすめることができました。 

 

3.健翔会に必要と思われる福祉サービスについて、ご家族のニーズを分

析・解析し、企画運営会議等に報告・提案することで、今後の健翔会の

展開をサポートする。 

・本人・家族から多くの相談を受けることで、様々なニーズがわかってき

ました。宿泊の練習がしたいことや緊急時の対応ではどうすればいい

か、自立に向けて何をするべきかなどです。そして多くの声は健翔会

がそのサービスを担ってくれれば、安心して任せられるというもので

した。限られた社会資源のなかで、本当に必要であれば、その社会資源

を造るというのが、ケーズフォワードの考え方であり役割です。優先

順位の高いニーズを健翔会が担うことができるのか、健翔会がやるべ

き意味や目的など、多くの時間を費やし企画運営会議で意見交換をす

ることができました。やるからには確実に実施に向けて動き出してい

く、それには多くの準備や方法の練り直しも必要になってきます。 

 

 

事業に関するデータ 

計画相談、モニタリングを実施した件数 

  利用者 利用児童 備考 

  計画作成 モニタリング 計画作成 モニタリング  
2021

年 

4月      

5月      

6月      

7月      

8月 3 1    

9月 1 8 1 1  

10月  9    

11月  5 3   

12月 2 10  3  

2022

年 

1月  11  2  

2月 1 9 1 1  

3月 5 8 2 2  

  12 61 6 8  
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公益事業 

 

障害児者生

活サポート

事業 

 

生活サポー

ト麦 

 区分拠点 

障害児者生活サポート事業 定員なし 

契約利用者数  10名 

市町村事業 契約市数 5市（行田市、熊谷市、羽生市、鴻巣市、加須市） 

利用件数は前年比 141％増加の 96 件、利用時間は前年比 118％の 275 時

間となり、サービス活動収益（売上高）は、前年比 15 万円増の 83 万円

となりました。 

費用は人件費が前年比 6万円増額の 66万円、事業費は 3万円と事務費は

4万円でした。 

これにより生活サポート事業の営業利益は、前年より 8 万円増額の 9 万

円となりました。 

 

2021年度の重点項目であった 

万一家族が困った時に利用できる制度ではあるが、利用者、家族が利用

の申し込みをしていないことにはサービスを提供できないので、予め

生活サポートの申し込みをしておくようにお願いしておく。について

は、ほとんど利用されない方の解約を同時に進めた結果、解約 3件、新

規申し込みがありませんでした。 

 

 

3）職員配置 

正職員 17名、パート職員 6名を登録し兼務させています。 

 

 

 

 

公益事業 

 

日中一時支

援事業 

 

日中一時支

援 大地 

 拠点区分 

日中一時支援事業 定員なし 

契約利用者数（大地登録）    12名 

契約利用児数（にじいろ登録）  14名 

市町村事業 契約市数 4市（行田市、羽生市、鴻巣市、加須市） 

利用件数は大地は前年同様となりましたが、にじいろでは前年度のよう

にコロナ感染拡大防止策としての学校休業がほとんどなかったことか

ら、日中一時支援の利用が大幅に減少しました。2拠点合算でサービス活

動収益（売上高）は、前年より 89万円減額の 561万円、費用は人件費が

63万円増額の 176万円、事業費は 32万円、事務費は 0円となりました。 

これにより日中一時支援事業の営業利益は、前年より 151万円減額の 352

万円となりました。 

 

2021年度の重点項目であった 

大地においては、日中一時支援事業の目的・趣旨（介護者の休息、就労

をサポートする）に沿って、一時預かり、送迎を行う。こととしており、
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職員の配置を増やすなどして、安心していただけるサービスを提供す

るとともに、送迎について柔軟に対応しました。 

にじいろにおいては、障害福祉サービスの補足サービスの一面を持っ

ているが、家族の認知度が低いので、日中一時支援サービスを知っても

らいながら、利用延長サービスとして利用していただく。ことについ

て、サービスの紹介を続け、契約者数が 1人増員しました。 

 

 

3）職員配置 

正職員 17名、パート職員 6名を登録し兼務させています。 

 

 

 

 

収益事業 

 

太陽光発電

事業 

拠点区分 

太陽光発電事業 

サービス活動収益（売上高）は、前年比 2万円増収の 115万円となりま

した。 

費用は事務費において固定資産税 110,400 円、税務申告の業務委託費

99,000 円、固定資産税 95,800 円、償却は 711千円でした。これにより太

陽光発電事業の営業利益は昨年より 110 千円増額の 225 千円となりまし

た。 

本部への繰入金 280 千円、大地へ借入金を 620千円返済しました。 

 

2021年度の重点項目はありませんでした。 

 

 


